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第 3セ クター・井原鉄道 (株 )

(1)そ の開通 まで

昭和 28年 8月   吉備線 の福山市への延長を目指 し

「岡山・福 山間国鉄吉備線延長期成同盟会」が結成 される。

昭和 41年  7月  工事着手

″55年 12月  国鉄再建のあお りを受け工事凍結

″61年 12月  第 3セ クター「井原鉄道」設立

″62年 12月  工事再開

平成  9年  9月  福山駅への乗 り入れ決定

″10年  6月  全線の レール締結

〃11年  1月 11日 開業

(2)井 原鉄道の概要

・総延長 広島県神辺町～岡山県総社市 まで 41・ 71m

。第 3セ クター 広島県 と岡山県、関係 自治体 12町村や民間 。74

団体・ 企業が出資.資本金 7億 円。

・ 一 日 6千人の乗客で 13年 後に黒字経営 を目標 としている。
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清 音 村 軽 部

清音村は明治 22年成立。清らかな高梁川の清流 (山 水有清音)の 古語

から命名 された。

平安時代に編纂 された辞典 「霜ゼ移]に は 〈加爾倍 >と 罰がある。

高梁川は <鯖拠川〉と称 され、軽部村中島 と対岸の川辺村 (現・ 吉備郡真      _
備町)と の間に高瀬舟による川辺の渡があ り、軽部宿 としてにぎわった。

「一遍上人絵伝」に軽部宿が、応安 4年 (1371)に 九州探題 として      
´

筑紫に下 つた今川貞世の紀行文「道ゆきぶ り」に 〈かるべ川〉が記 されて

いる。

宝暦 (1751-64)末 に記 された「中国行程記」によれば、川辺川は

普段は 3筋 の流れで、真中の 1本 が中島 と川辺村 との境だつた。この渡 し

の位置に明治初年橋が架けられたが、明治 26年 の大洪水後、大正 8年 の

架橋 まで舟渡 しに復 された。現在は新 旧 2本 の川辺橋が架る。

軽 部 神 社

建武元年 (1334)福 山城主大井 (江 )田 氏経が紀伊の熊野神社より

遁宝算常:と彗簿努澪tこtゲ箕需球 の3神を勧請し、軽部山の嶺に社殿を
創立 し祈願所 としたことに由来する。 建武 3年 の福山城合戦 の際社殿も

焼失。その後、幸山城主石川氏が祈願所 として祭典を行つてきたが、天正

3年 (1575)の 備中兵乱 一毛利氏 と三村氏の攻防により焼失 .

天正 4年 、毛利輝元の所領 とな り以前か らの 3神 に加え、天照大神、国     ⌒

常立神の 2神 を併せ、社名も「五社王子権見」 と改め祀 つた。

社殿が山陽道 を見下ろせる位置にあつて、参勤交代の大名に神の諫めがあ

るとのことか ら、延宝 6年 (1678)現 在の場所 に移転された。

明治 2年、社号 を「軽部神社」 と改めるが、地元では「王子の宮」で親

しまれている。

以前、境内に垂乳根の桜 と呼ばれる、枝垂れ桜があつたので、乳神様 と

して近郊の女性か ら信仰を集めた。乳の形の絵馬 を奉納すれば、安産や母

乳の出がよくなると、各地か ら手作 りの絵馬が多 く奉納 されている。

大井 (江 )田 氏経…
□

王子権見…
囲
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清 音 山 大 覚 寺

日蓮宗。本尊の題 目石は岡山県指定重要文化財。大理石製の傘塔婆で総

高 2 2 4 clllの 方柱状。正面と両側面に「南無妙法蓮華経」の題 目が髭題 目

の書体 で刻 まれてある。裏面の銘によれば、この題 目塔は某氏が亡父の 7

回忌供養 と、法界衆生の平等利益 を願 つて暦応 5年 (1342)5月 に造

立 したもの。 ただ し、寺伝によれば大覚大僧正が福山城合戦 での多くの

戦死者 を弔つて建てた塔 であ り、題 目は大覚大僧正直筆 とのこと。全国で

も最も早 い時期の題 目石である。 日蓮宗では南北朝頃か ら、石造傘塔婆に

題 目を刻 して供養塔 にすることが流行 し始め、この形式の塔婆 を題 目塔 と

名付けている。

和気郡和気町法泉寺、岡山市西辛川の大覚教会の塔 と共に 3大題 目石 と

される。表面を手でさすると難病が治癒するといわれ、宗派 を超 えた信仰

がある。

明治 30年 地元の某氏が寺の建立を発願 、大正 10年 に本堂が落成 した。

4月 3日 が大覚大僧正の命 日と言われ、新暦 5月 2、 3日 に春祭 りを行つ

ている。

「備前法華」の系譜……備前 は 日蓮宗の勢力が強 い地方である。路傍に

「南無妙法蓮華経 」と刻 まれた題 目石がよく見受け られる。南北朝の初期、

鎌倉末期に 日蓮宗 を京都に布教 した日像の高弟大覚大僧正によ り備前に伝

えられた。大覚は御野郡浜野村 (岡 山市浜野 )に 松寿寺 を、二 日市に妙勝

寺を開 いた。富山 (岡 山市大安寺)の城主松田元喬は大覚に感化 され 日蓮

宗に転 じ、蓮昌寺 を創立 した。

大覚は、備中野山 (上 房郡賀陽町)の 妙本寺に多年留 まり、備前・備中・

備後への布教を注 いだ。大覚の後は、後に帰京 して妙覚寺を開 いた高弟の

日実により、引き継がれた。その後、「備前法華」は「備前不受不施」ヘ

とつながっていった。

大覚大僧正……
囲
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備 中 福 山 城

高梁川東岸 の、北に総社平野、山陽道 を一望できる、標高 302mの 福

山山頂にあつた中世の山城。

山頂には平安時代か ら山岳仏教が栄え、報恩大師開基 と伝わる福山寺が

あつた。寺の建造物 を利用 して最初に城 を構えたのは、鎌倉末期 に真壁小

六是久 といわれ る。小六是久の女は幸山城主であつた荘資房の母であった。

その後、建武 2年 (1335)瑾 兼祐が足利氏について城 を構えた (備

中誌)と いう。一山 12坊 を数えた とあ り (備 中誌 )福 山合戦 の後寺は再

建されたが、江戸初期廃寺 となつた。城跡は昭和 11年国の史跡 となる。

報恩大師…
□ 備中福山城…資料 5、 6 flu城 …

□

福 山合 戦

元弘 3年 (1333)新 田義貞により鎌倉は陥落、執権北条高時は自害

し 141年 にわたる鎌倉幕府は崩壊 した。

建武 2年 (1335)北 条高時の遺児時行が、新政に対する不平を持つ

武士を吸収 して鎌倉を攻撃 した (中 先代の乱 )。 足利直義は鎌倉 を出て戦

つたが敗れたため、足利尊氏は後醍醐天皇の勅命もないままに京 を発つて

鎌倉に向か つた。乱平定後も鎌倉に留 まつていた尊氏に対 し、後醍醐天皇

は新田義貞に追 討を命 じた。尊氏は箱根で義貞軍 を破 り、建武 3年 1月 京

へ入 つた.し か し、北畠顕家が奥州か ら尊氏を追 つて上洛すると、形勢は

一転官軍が勝利 した。

建武 3年 2月 、尊氏は九州へ敗走。播州室 ノ津で光厳上皇の朝敵討伐の

院宣 を受ける。 これが南北朝両立 という異常事態の発端 となった ! 播州

自旗城には赤松 円心が尊氏への追撃 を阻止すべ く立てこもつた。新田義貞

が 自旗城に 50日 間も釘つけになつている間に尊氏は 4月 3日 、九州、四

国の兵 を集め五百艘の船団を組み博多を発 つた。

これよ り前、尊氏は箱根で義貞軍 を迎え撃 つた後、福山城には反建武新

政勢力 として、備前児島の佐々木信胤、備中の荘、真壁、陶山氏 らが立て

こもり、児島高徳 ら官軍 との攻防があつた。高徳は城を落す ことが出来ず、

三石城へ引 き揚げ籠城するが、この城 も足利方に落ちた。
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新田義貞方の先鋒大井田氏経は、山陽道を進 出 し 2千騎 で福山城 を攻撃

し陣をとり足利軍の東上に備えていた。このころ児島高徳は熊山に挙兵 し

た。九州 を発つた足利軍は、 5月 5日 輌浦に至 り、直義が陸路 を尊氏は海

路 を進み、 5月 15日 に直義が福山城 を包囲 した。「太平記」によれば 3

0万 の軍勢 であつたという。新田軍は主力を備前・播磨 の境の船坂峠に釘

つけとなつていた◆福山城中では「城の構えは未だ出来ておらず大軍 を受

けることは不可能だ」との声もあつたが、氏経 は「ここで討ち死に して名

を子孫に残 そう」 と迎え撃 つた。

合戦 は 16日 未明か ら始 まり、寄せ手は南の浅原峠か ら攻め上 つた。 2

日目には氏経 は城 を出て戦 い、 3日 目には残兵四百騎 をまとめ船坂の三石

城の新田軍に合流するため敗走 した。この間、十数度も戦 つた という。後、

直義が首実験 をした ところ討ち首は 1353と いう凄惨な攻防であつた。

福山城が陥落 したことは新田軍の士気に大きな影響を与えた。足利軍の

福山城攻略か ら更なる東上 を知 り、三石城、 自旗城の包囲を解 き摂津へ後

退 した。 5月 25日 、新 田、楠木の連合軍は足利軍 と決戦の時 を迎えたが、

楠木正成 、菫撃 兄弟は手勢 350人 を率 いて湊川で 戦 うも、 3万 の敵に囲

まれ、最期 は刺 し違えて果てた。

この後、足利尊氏は上洛 し、新 田義貞と分かれた後醍醐天皇 を御所に迎

えた。持明院統の光明天皇 を擁立 し (北朝)11月 7日 には 17カ 条か ら

なる「建武式 目」を公布 し京都に幕府 を開き、室町幕府が発足 した。王政

復古を悲願 とする後醍醐天皇は吉野へ脱出遷幸 し (南 朝 )、 これ より南北

朝の対立はその後 46年 間も続 くこととなった。

佐々木信胤…
囲

朝 原 山 安 養 寺

高野山真言宗。開山は弘法大師。本尊は毘沙門天像.朝原千坊の総称と

して朝原寺が、その中の有力寺院としての安養寺の存在があつた。臨済宗

開祖の栄西も 11歳から数年安養寺で修業 したという。治承元年 (117
7)鹿 力谷の陰謀 (平 氏討滅)事件で、備前の国に流された藤原成親が朝

原寺で出家した (源 平盛衰記)と いう。彼は後、吉備の中山の有木山で殺
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害された。

安養寺には 40余 体の毘沙門天像が伝来する。もとは 108体 を有 した

といわれ、朝原寺の毘沙門堂に祀 られていたもの。福山合戦の際朝原一山

が焼失、残 つた毘沙門堂は安養寺が守護 した。毘沙門堂は保延元年 (11

35)の 創建で、元弘 2年 (1332)檜 皮葺から瓦葺にな り、後再興、

大永 3年 (1522)に 完成 、落慶法要が営 まれた。 亨保 2年 (171

7)安養寺は毘沙門堂の東隣へ移転 した。

賓破沙門天立像、吉祥天立像 は いずれも昆沙門堂建立の保延元年頃の作で、

国指定重要文化財。昭和 12年 に毘沙門堂裏山で発見出土 した経塚 のうち、

瓦に法華経・ 般若心経および不動明王・筒面 如来・薬師如来・如意輪観音

の四仏 をきざんだ図像瓦、瓦経な ど国の重要文化財 となつている。

平安末期の末法思想によ り、経典 を地中に埋めて後世に残 そうとしたら

しい。

勒門天…巨奎≡∃ 安養寺の重要文化財…資料 10

tif冠

0 毘沙門天   多聞天と同一の

ものであるが,独尊として信仰され

る場合は梵名を音訳して毘沙門天と

いう。北方守護の神であるが,イ ン

ド北方には多くの財宝があるという

ので福徳の神ともされ,やがて七福

神の一つにくみこまれた。
 ",,J,

像容は甲冑をつけ,片手に宝棒か

鉾をもち,片手に塔を棒げるのがふ

つうであるが,塔をもたない像など

もある。脇侍としで吉祥天と善颯齢

宝 塔

”
胸

天 衣

姜(|})

童子を従えることもあるが,イ アド塁 丁 て 飩 え 0し こ ゆ の つ ″・,‐ :′ : |

神話が仏教にはいり毘沙Pう天の妻が
|

吉祥天,子が善械師童子であると伝   昆渉門天像 (浄瑠璃寺.京都

えられるからである。 府)藤原時代,木造

毘沙門天の異形に兜跛毘沙門天がある。西城兜城国 く吐審又〔iト

幾肇房富[誉脅たF復馨斑撮駿i墓斑負|1髪11零讐羅亜票あ再撃

をつけ,筒状の宝冠をかぶり,二鬼 (毘藍婆・尼藍婆)を従えた地天

の肩に立つこと,

兜餞昆沙門天●(東寺,

京都府)唐代,木造
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おおいだう しつね 大井 (江 )田氏経

生没年未詳。南北朝初期の武将。『 太平記』では大江

田式部大輔と記されている。南朝方で,新田義貞の弟脇

屋義助に属す。1336年 (延元元 =建武 3)京都で謀反 し

た足利尊氏を追撃 して備前船坂 (現備前市三石)で勝利

を収め:さ らに備中に進軍 し,当時足利方であった福山

城 (現都窪郡山手村)を攻略 し,付近の義兵15∞余騎と

ともにこれを占拠 した。しか し,九州に逃れ,態勢を立

て直 して反撃 してきた足利勢 と同年 5月 15～ 17日 に戦

闘,17日 には自ら1000余騎を率いて福山城より打って出

たが敗北。氏経は残兵を集めて退却 し,三石の本軍に合

流。この時,氏経は19歳 という。ハ福山合戦 /難波優成

おうしごんげん 王子権現

王子権現の信仰は熊野若一王子権現の信仰の流れをく

むもの。新熊野権現由来によれば く・ 役 行 者
°の高弟義

み こし

学の徒,熊野本宮の神真を奉して備前児島に上陸 し,霊
地を求めて四十九カ所に神興をとどめ祀る〉とある.祭

ことき卜のおのあこと

神は事解之男命である。王子権現祭祀は備前,備中,美
作の一円に分布,広 く信仰されている。そのうち総社市

軽部には くおうじさま〉と呼ぶ宮があり,乳神さまとし

て布製の乳房型を供える.ま た,真庭郡勝山町見尾で

は,旧 12月 14,15日 に王子権現の社殿で若者がトギをし

て夜を明かすなど特異な習俗がある。     /LL●夫

だいかくだいそうじよう 大覚大僧正

1297～ 1364(永 仁 5～貞治 3=正平19)日 蓮宗を備

前,備中,備後地方に布教 した僧侶.出自については,

後醍醐天皇皇子説】関由近衛経忠の子息説などの諸説が

あり,一定しない。『本化別頭仏祖統記Jに よると,最
初真言宗の嵯峨大党寺に入山したが,17歳のとき,京都

布教に成功した日蓮の高弟日像の感化をうけ弟子となっ

た。のち日像の後をうけて京都妙顕寺 2世の法灯を継い

だ。1358年 (延文 3=正平13)桂川上流で雨乞いの祈藤

を行い,その効験によって大僧正に任ぜられたという。
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備前に最初に入ったのは,御野郡浜野村 (現岡山市浜

野)で ,こ の地の豪族・多田氏・の帰依をうけ松寿寺を創
建,ついで二日市村 (現岡山市二日市町)に妙勝寺を開
いた。これが備前法華の始まりとされる。その後,真言

宗であった
中
福輪寺

°
(現妙善寺,岡山市津島)を折 伏

転宗させ日蓮宗とし,備前富山城主松田元喬を入信させ
た。ついで,備中野山村 (現上房郡賀陽町)の地頭・伊
達氏・の保護を得て妙本寺に滞留,こ こを拠点に西園地

方に教線を仲ばした。岡山県下には,大覚によって開創
されたと伝える寺院は20ヵ寺を超え,足跡は備後にも及
んでいる。現在,大党の足跡を伝える題目石が,県下に

4カ所 (和気郡和気町法泉寺,岡山市曹源寺大光院.岡
山市西辛川大覚堂)都窪郡清音村軽部大覚寺)に残って

おり,ま た大党にかかわる伝説も各地に伝わっている。
ヽ松寿寺`妙本寺`妙善寺ヽ題目石・́    /妻

=淳
子

ほうおん 報思

?ぺ・795(?～延暦 14)

奈良時代の僧侶。備前国津

高郡波河 (現岡山市芳賀)

に生まれる。15歳で日応寺

(岡山市日応寺)に入った

といわれる。30歳で吉野山

に入り,延命,減罪,除病

の功徳を持つ千手観音の修

法を修めた。752年 (天平

勝宝 4),孝謙天皇の病気

加持祈轄を行い,ま た桓武天皇が長岡京で重病にかかっ

た時も観音呪を唱えて平癒させ,報思大師の名と官禄を

賜ったという。F金山寺文書』『 清水寺縁起』F本朝神仙

伝J『元亨釈書Jな どの記録からみて,正式に仏教を学

んだ僧というより,山林で修行する山伏的性格を持った

行者といえよう。岡山地方での布教活動は広範囲であっ

たらしく,備前四十八カ寺を建立したと伝えられ,金山

寺 (岡山市金山寺),千手山弘法寺 (邑久郡牛窓町),鍮

伽山 (倉敷市児島)な ど備前,備中の古刹のほとんどの

縁起に,開基や中興の祖として報思の名が記されてい

る。没地は子島寺 (奈良県高取町)と も千手山弘法寺の

永倉山ともいわれるが,現在も永倉山山頂には玉垣に囲

まれた供養塔が残っている。一備前四十八カ寺^金山寺

/円崎冬彦
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北
の
郭
か
ら
南

へ
向
け
て

「
一
ノ
壇
」
―

「
五
ノ
壇
」
と
続
く
が
、
「
一
ノ
壇
」
は
広
さ
約

一
七
〇
〇

ｍ．
で
、
北
西
辺
に
沿

っ
て
幅
四
ｍ
の
空
堀
が
約
二
〇

ｍ
続
き
、
そ
の
外
側
に
幅

一

ｍ
強
の
上
塁
を
付
設
し
て
い
る
。
郭
上
面
は
平
坦
で
な
く
、
多
少
南
北
に
下
る
傾
斜
面
で
、

途
中
に
も

一
つ
の
屈
折
点
が
あ
る
。
そ
の
南
の

「
ニ
ノ
壇
」

へ
接
続
す
る
傾
斜
面
は
水
平
距

離
に
し
〓

一
一
ｍ
、
傾
斜
面
は
約
二
〇
度
の
ゆ
る
い
角
度
を
持

っ
て
い
る
。
ｒ

一
ノ
壇
」
は

南
北
約
八
〇

ｍ
、
東
西
約
五
〇

ｍ
で
、
こ
の
郭
が
主
郭
で
あ

る
。
「
一
ノ
壇
」
と

接
続
す
る

ほ
ぼ
中
央
に
、　
一
般
に

「
門
跡
」
と
呼
ば
れ
る
石
組
み
基
壇
が
あ
る
。
門
は
北
に
開
か
れ
て

二
ｍ
ほ
ど
の
開
□
部
を
挟
み
、
東
西

。
両
側
に
組
割
り
花
間
岩
を
も
っ
て
外
観
上
、
方
形
に

提
え
付
け
た
根
石
が
み
ら
れ
る
。
現
状
か
ら
石
積
み
の
高
さ
を
推
し
れ
る
こ
と
り
困
難
て
庇

る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ほ
ど
の
高
石
垣
と
は
な
ら
ず
、
そ
の
上
に
軽
微
な
上
盛
り
を
施
し
た

．

程
度
で
あ

っ
た
ろ
う
。
そ
の
形
状
や
高
さ
に
つ
い
て
断
定
し
え
な
い
の
は
、
基
定
石
の
全
貌

７

が
明
ら
か
で
な
い
う
え
に
、
そ
の
両
側
に
土
塁
が
接
続
し
て
い
る
よ
う
な
形
を
呈
し
て
い
る

一

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
郭
の
北
西
角
に
近
い
位
置
に
、
直
径

一
・
七
ｍ
の
円
形
の
城
井

戸
が
あ
る
。
周
辺
の
本

々
の
織
り
た
す
景
観
は
寂
雰
と
し
た
庭
園
を
し
の
ば
せ
、
本
城
が
平

安
期

に
栄
え
た
福
山
寺
と
重
複
し
て
い
る
と
の
説
を
首
肯
さ
せ
る
趣
が
あ
る
。
あ
る
い
は
そ

う
し
た
庭
の
中
に
配
さ
れ
た
溜
め
井
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

余
談
な
が
ら
、
井
戸
の
南
に
は
後
世
、
氏
経
を
祀

っ
た
忠
霊
殿
が
あ

っ
た
が
、
い
ま
は
そ

の
建
物
も
倒
壊
し
て
基
壇
と
石
造
り
狛
大
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
南

に
は
束

向
き
の

「
氏
経
表
忠
碑
」
ぷ
一
戦
忠
霊
碑
」
「
城
跡
碑
」
の
三
づ

の
石
柱
が
建

っ
て
お
り
、
そ

の
前
面
の
平
坦
面
に
は
往
時
の
礎
石
か
と
思
わ
れ
る
平
滑
な
自
然
石
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

二
次
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
た
め
、
正
確
な
柱
間
を
割
り
出
す
こ
と
は
む
ろ
ん
で
き

な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

こ
の
郭
の
南
端
は
南

に
傾
斜
ｔ
て
い
る
．
斜
面
と
基
底
部
に
二
列

一
対

の
列
石
線
が
み
ら

れ
、
い
ず
れ
も
南
に
面
を
捕
え
て
い
る
．
南
に
あ
る

「
三
ノ
壇
」
は

「
ニ
ノ
壇
」
よ
り
約
四

ｍ
低
く
、
本
城
の
郭
の
中
で
も
っ
と
も
狭
い
面
積
で
、
南
北
約
二
〇

ｍ
、
東
西
約
四
〇
ｍ
で

あ
る
。
そ
の
中
央
西
寄
り
に

一
本
の
合
戦
碑
が
建

っ
て
い
る
。
「
四
ノ
壇
」
は
、
さ

ら

に

一



）

Ｏ

ｍ
程
度
下
が

っ
た
位
置
に
約
二

一
〇
〇
ゴ
の
広
い
削
平
地
を
持

つ
郭
で
あ
る
。
そ
の
中
央
、

東
寄
り
に
か
つ
て
自
然
石
に
よ
る
礎
石
を
観
察
し
た
記
憶
が
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
繁

茂
し
た
草
本
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
南
端
の

「
五
ノ
壇
」
は
、

再
び

一
〇
ｍ
以
上
も
高
い
位
置
に
構
え
を
取
り
、
こ
の
郭
の
北
辺
肩
部
に
は
二
列

一
対
の
石

列
が
あ
り
、
石
列
の
切
れ
日
は
間
の
よ
う
に
も
み
ら
れ
る
。
南
北
約
四
五
ｍ
、
東
西
約
四
〇

ｍ
で
、
南
西
端
部
に
は
自
然
石
が
み
ら
れ
る
。
「
大
平
記
」
に
あ
る
未
完
説
は
、
こ
う

し
た

辺
を
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

）

丸
」
は
不
整
形
の
半
円
形
で
、
上
部
の
平
坦
面
は
幅
ハ
ー

一
四
ｍ
で
、
面

積
は
約
七
五
０
が
で
あ
る
。
南
辺
は
東
西
の
長
さ
約
二
五
口
、
東
辺
の
南

北
の
長
さ
は
約
四
六
ｍ
で
、
徐
々
に
北
へ
傾
斜
し
て
い
る
。
先
端
部
に
は
、

花
商
岩
の
巨
石
が
露
出
し
て
お
り
、
物
見
台
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
南
西
角
、
お
よ
び
南
東
角
に
は
土
塁
と
い
う
よ
り
も
平

坦
面
を
削
出
し
た
た
め
に
残
さ
れ
た
残
丘
が
、
あ
た
か
も
塁
状
を
呈
し
て

看
取
で
き
、
残
丘
の
基
底
部
に
は
部
分
的
に
石
列
を
認
め
る
箇
所
も
あ
る
。

こ
れ
に
比
べ
西
の
突
出
部
は
幅

一
一
ｍ
、
長
さ
二
五
ｍ
と
、
延
び
が
短
く
、

こ
の
部
位
が

「
西
の
九
」
に
対
面
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
両
突
出
部
に

よ
っ
て
、
一
条
の
谷
頭
を
包
摂
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
束
の
九
」
と

「
西
の
九
」
と
の
間
に
も
深
い
箱
薬
研
堀
と
土
橋
と
を
認
め
る
こ
と

が

で

き
る
。
堀
切
の
上
端
幅
は
約
二
〇
ｍ
で
、
堀
切
を
開
削
す
る
こ
と
に
よ
っ
一

て
、
第
二
次
防
衛
線
に
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
θノ

「
西
の
丸
」
の
形
態
は
、
三
〇

ｍ
ｘ
二
五
ｍ
の
不
整
方
形
で
、
北
西
角
が
一

張
り
出
し
た
形
状

で
あ
る
。
こ
の
郭
の
北
東
角
に
方
形
の
櫓
台
が
あ

っ
た
。

方
形
の
小
高
い
基
壇
上
に
は
、
侵
入
者
を
射
撃
す
る
た
め
の
、
ま
た
は
城

の
内
外
を
偵
察
す
る
目
的
で
、
櫓
が
構
築
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

西
辺
に
は
ほ
ぼ
直
線
的
に
塁
状
遺
構
が
延
び
て
い
る
。
こ
の
施
設
は
、
ひ

ガ山幸鉤てＳ〓
図要峨幸

　
　
　
と
か
か
え
も
あ
る
石
を
据
え
並
べ
、
こ
れ
を
核
と
し
て
土
盛
り
し
た
珍
し
い
造
り
で
あ
る
。

２９
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
、　
一
城
別
郭
と
呼
ば
れ
る
城
郭
は
、
二
つ
の
大
堀
切
に
よ
っ
て
丘
尾
を
切
断

ス

つ

．

い
の
郭
を
三
分
し
て
、
敵
兵
に
一
方
を
落
と
さ
れ
て
も
、
他
の
一
方
に
よ
っ
て
な

＝

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｔ

　

　

　

　

・

し

ヽ

頂

上

”

こ
の
城
は
、
二
つ
の
郭
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

「
西
の
九
」
「
束
の
九
」
と
呼
称
さ

れ

て
一お

戦
闘
が
持
続
で
き
る
よ
う
な
構
え
を
と
る
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
本
城
の
場

い
る
。
典
型
的
な

一
城
別
郭
で
あ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一合
、
「
西
の
九
」
が
主
郭
で

「
束
の
九
」
が
副
郭
で
あ
る
こ
と
は
、
山
稜
の
位
置
関
係
や
隔

」
を
失

っ
て
も
、
「
西
の
九
」

南
東
に
あ
る

「
束
の
丸
」
は
、
堀
切
に
よ
っ
て
山
塊
か
ら
完
全
に
隔
絶
さ

¨
る て 了

一
一

一
一
一

で ‥こ 絶
一
中
一
「
「
“
れ
薇

力ヽ も
割
』

時 ヵ、
な

力、 ぁ
］
一
一
数
」

の 「
棘
ゎ
鋤
一で

戦
闘
を
持
久
す
る
こ
と
が

箱
薬
研
の
堀
切
の
肩
幅
は
七
〇
ｍ
も
あ
る
。
堀
切
の
中
央
に
は
土
橋
が
残
さ
れ

機
を
み
て
失
郭
を
回
復
す
る
こ
と
も
可
能
な
よ
う
に
施
工
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

の
士
橋
を
波
り
、
急
駿
な
斜
面
を
登
り
詰
め
る
と
、
「
束
の
九
」
の
郭
面

に
出



福山の国旗掲揚塔

福山の頂上に8。
2和10月 5

月,福山合戦600年 を記念し

て,鉄骨作り国旗掲揚塔が

建設された。

塔の高さ36メ ートル,日

の九の旗は八畳敷という大

きなものであったが,太平

洋戦争の始まった翌17年 ,

国策の金属供出で解体され

往時を知るお年寄りたちは

幻の塔としてなつかしんで

いる。

写ヽ

松タケいっばい

秋の味覚,ひ きたての松タケが福山の北面中腹,八畳

岩の前面に集められ,好い香 りがぶんぶんするなかで,

日方を調1る 人たちの顔もほころびている。

昭和10年の収穫風景であるが,戦前まで村の山林は,

足の踏み場もないほど生えていたのに戦後はさっばり。

「よみがえれ松タケ,吉備路の山に」

福山合戦600年祭

秋晴れの空にドーン, ドーンと打ち上げられる花火,紅自の

幕と4,0004文の紙□族に飾られた福山山頂には,早朝から村民は

もちろん県内外各地から参列者がぞ〈ぞく詰めかけ,祭典の始

まる午前9時には,2万5,鰤人 (当時の新聞報道)と いう=翻
年前の合戦いらいともいえる人で埋まった。

小学校校庭では武道大会!西郡公民館では奉賛画会もあり,

村はごつたがえすにぎわいであった。

福山城跡 。名勝に選定

山陽新報 (山陽新聞の前身)が昭和10年 ,

県内の観光地10勝15景20秀 を県民の投票で選

んだ。

わが山手は村の象徴の「福山城跡」を売り

出すため,小学児童まで動員し,村民こぞつ

て投票に参加,427万6,528票の得票で名勝に

選定され,「岡山県十勝地」と彫んだ鋼板をは

めこんだ記念碑が城跡に建てられた。

一 //一
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ささき のぶたね 佐々木信j乱

南北朝時代の武士

岡山市飽浦付近の人

南北朝時代の備前国の武士。生没年不詳。通称は三郎左衛

門.佐 木々盛綱の末畜といわれ、田井氏と同族とされる。備

前国児島郡飽rll(現岡山市飽潮 を本貫としたと推定され、飽

浦信胤とも称される。1335年 (LP武 2)12月、讃岐国(現香り|1県 )

にいた足利一族の細川定禅が挙兵。これに呼応して信胤は、

田井信高とともに備中国へ攻め込み、福山城(現山手村,清音

↑1・ 倉敷市境)に立てこもった。これに対し、備中国目代らが

手勢で合戦を挑んだが、応援の勢もなく目代倶1の数百人が

言寸ち死にした。翌日、小坂・りll村。庄・真壁,陶山・成合・那須。

市川氏らの備中の豪族3000騎が信胤らの軍に加わり、勝ち

にも乗じて後醍醐方の軍勢を破った。翌年 2月 、尊氏が京

都の戦に負けて、わずか7000騎で九州に落ちる途上、備前

国児島に到着した。この時信胤は尊氏の後詰めとして石橋

和養を大将として田井。松田,内藤氏らとともr_備 前国三

石(現備前市三石)あ たりを守備した。尊氏が九州から東上す

る際にも、田井・内藤・頓宮・松田。福林寺らの者と備前国の

尊氏方勢力として活動をしていた('大手記』)。 しかし'37年

(LI武 4=延元2)9月 ごろ、南朝方に寝返り、児島から小豆島

へ渡って島を占拠し、北朝償1の瀬戸内海輸送路を断った

(「 紀伊続風土:酎録」)。 この寝返りについて『太平記』は、'41年

(暦応4=興回2)ご ろのこととし、1人の美しい女性をめく
´

って、そのころ幕府の要人として大層な権勢をふるってい

た高 師秋との間に確執があったため、と語っている。一石

橋和表→佐 本々盛場→田井信高→内藤弥二郎

卜2,3,今・8は知山颯夫こ科幸難 j
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安
養
寺
に
伝
わ
る
兜
波
昆
沙
門
天
立
像

・
吉
祥
天
立
像
は
い
ず

上
の
瓦
経
二
〇
八
枚

。
同
像
瓦
五
枚
、
若
婆
型
題
箋
八
本
、
土
製

宝
塔

一
基
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
経
塚
の
発

見
は
昭
和

一
二
年
．
指
定
物
件
は
こ
の
時
の
出
土
。
そ
の
後
同
三

二
年
に
、
す
ぐ
近
く
か
ら
第
二
経
塚
、
第
二
経
塚
が
発
見
さ
れ
、

第
二
経
塚
か
ら
瓦
製
経
筒

・
誕
生
仏
、
第
二
経
塚
か
ら
は
大
量
の

瓦
経
が
出
土
し
た
。
と
く
に
第

一
経
塚
に
接
す
る
第
二
経
塚
か
ら

出
土
し
た
瓦
経
の
願
文
に
応
徳
三
年
の
銘
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ

れ
ら
の
経
塚
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
意
義
を
も
っ
た
。

北朝時代前後の皇室系譜
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